
【夏井川・鮫川・藤原川流域治水プロジェクト】

・ 令和３年度：策定

・ 令和４年度：更新（進捗状況の見える化等）

・ 令和６年度：更新（R５台風第13号の浸水対策の追加）

（次項へ続く）
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近年、全国各地で水害が発生しており、
本市においても、令和元年東日本台風や
令和５年台風第13号により甚大な水害が
発生しました。
今後、気候変動の影響により、水害の
頻発化・激甚化が予測されています。

水害の頻発化・激甚化

みんなで取り組む「流域治水」
従来の行政による河川や下水道のハード対策だけ
では、今後の水害への対応は困難であるため、市民
の皆様や企業等のあらゆる関係者が協働して、市街

地や森林など流域全体で水害の軽減を図る「流域
治水」が必要です。

氾濫をできるだけ防ぐ・
減らすための対策

被害対象を減少させる
ための対策

被害の軽減、早期復旧・
復興のための対策

本市では、二級水系のうち夏井川、鮫川及び藤原川の３水系について、国、県、流域市町村、
民間有識者により「流域治水協議会」を設置し、河川改修などのハード整備や避難・水防等のソ
フト施策の全体像を示した「流域治水プロジェクト」を策定し、流域治水を推進しています。

▼ 詳細はこちら

夏井川・鮫川・藤原川流域治水プロジェクト（イメージ） 流域治水協議会の様子（R7.1）

令和元年東日本台風（夏井川の決壊） 令和５年台風第13号（新川の越水）
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出典：国土交通省資料

流域治水の必要性

流域治水プロジェクトの策定

R7.3発行



フラおじさん

流域治水プロジェクトをはじめとした、
本市内で取り組んでいる治水対策につ
いて、住民や企業などに分かりやすく
「知らせる」ため「いわき市流域治水アク
ションプラン」を令和６年６月に策定しま
した。

概 要

※1 「多面的機能支払交付金制度（市）」及び「ほ場整備（県）」における面積。（重複範囲有）
※2 市内全体の数（対象流域以外も含む）

目標値（R10年末まで）指 標区 分

L= 21.5 km二級河川の改修延長（夏井川・好間川災害復旧助成事業）
安全に流す

L=  10.2 km準用河川・普通河川の改修延長（緊急重点河川改良事業）

A= 150.9 ha田んぼダムの取組み面積
ためる

A= 208.0 ha森林経営管理制度による森林整備面積
防災指針の追加立地適正化計画の改定土地利用

N= 50 河川河川洪水ハザードマップ公表する河川数土地のリスク
情報の充実

N= 580 名登録防災士登録者数防災力の強化

※１

対策メニュー
各治水対策について、「取組内容」、「対
策の効果」、「目標」、「水系毎の実績」等
を具体的に記載しました。

主な取組目標
各治水対策では、令和10年度末まで
の目標値を可能な限り設定しています。
主な取組目標は、次の表のとおりです。
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お問い合わせ先 いわき市 土木部河川課 Tel：0246-22-7492

市流域治水アクションプランのイメージ（河川洪水HM)

▼ 詳細はこちら

流域治水プロジェクトの更新（R7.1）を
受け、アクションプランにも新規対策など
反映しました。

次号の内容(予定)
・ 雨水貯留タンク等の設置補助について
・ 河川の草刈りや土のう袋の配布について
・ 環境団体の取り組みについて

市民や企業が取り組める
水害対策もまとめてあります。

いわき市流域治水アクションプランの策定

※２


